Ⅲ 到達目標及び研修教員評価
　　　※研修教員の評価は次の様式により行う。

　　　　　　　　令和６年度 秋田県幼稚園・保育所・認定こども園等 中堅教諭等資質向上研修　　　　　　　　研 修 教 員 評 価
	園 名
	
	研修教職員氏名
	

	
	
	評価者(園長)氏名
	


１　共通研修に関する評価項目

	到達目標
	本県における教育課題を十分に理解し、次の各項目について、10年を経過した教職員として十分な能力を身に付けており、他の教職員に適切な助言・支援をすることができる。

	評価項目
	項　目　別　到　達　目　標
	評 価

	
	
	事前
	修了時

	本県の教育
	ふるさと教育・キャリア教育についての理解を深め、乳幼児の発達に応じた体験活動や、地域人材や素材と関わる活動を計画・実施している。
	
	

	
	“｢問い｣を発する子ども”を園全体で育成するための指導計画の見直しや意図的な手立ての工夫をしている。
	
	


２　乳幼児の指導に関する評価項目
	到達目標
	次の各項目について、10年を経過した教職員として十分な能力を身に付けており、他の教職員に適切な助言・支援をすることができる。

	評価項目
	項　目　別　到　達　目　標
	評 価

	
	
	事前
	修了時

	計
画
	乳幼児期の発達の特性や発達を支えるもの等、発達の過程を理解している。
	
	

	
	園の教育・保育目標に沿った特色ある全体的な計画や教育課程の編成について参画し、実践を下に、カリキュラムを見直し、改善している。
	
	

	
	園の教育・保育目標や具体的計画等への取組状況について客観的に分析し、その成果と課題を次年度の取組に反映させている。
	
	

	
	園目標の実現に向けて、教育課程や全体的な計画に基づいた長期、短期の指導計画を作成している。
	
	

	
	子ども一人一人を理解し、発達状況に対応した指導計画を作成している。
	
	

	
	子どもの興味・関心を生かし、各領域の視点を考慮した環境を構成し、好奇心や探求心が促されるよう指導案を工夫している。
	
	

	
	個や集団の育ちに目を向け、記録等を基に評価・分析を行うとともに、保育の実践及び改善に生かしている。
	
	

	環境の構成
	子どもの実態や一人一人の発達の過程を踏まえ、主体的な遊びや活動を支える意図的・計画的な環境の構成をしている。
	
	

	
	他のクラスとの関係、自然環境、地域の特徴などを生かし、保育の場を設定している。
	
	

	
	季節や１日の時間の流れなどの時間的要因も環境と捉えて、保育に生かすようにしている。
	
	

	
	子どもの実際の活動に沿って、的確に環境を再構成している。
	
	

	保育の方法

・展開
	子ども一人一人の発達の特性を理解するとともに、子ども同士の関係を把握している。
	
	

	
	信頼関係を十分に築き、温かく受容的な態度で接することで子どもの緊張や不安を解消したり、共感的な態度で満足感や心の安定を与えたりしている。
	
	

	
	子どもと共に活動することを心から楽しむとともに、子ども一人一人の心の動きや、発達に必要な経験につながる適切な援助を行っている。
	
	

	
	活動の中で、善悪の判断、思いやりの気持ちなどを、適切な言葉と行動で示している。
	
	

	
	必要な玩具等を自作したり、環境の構成を工夫したりするなどし、保育の充実を図っている。
	
	

	
	特別な配慮が必要な乳幼児の特性等を理解し、必要に応じて関係機関と連携しながら、子どもや保護者に組織的で適切な対応をしている。
	
	

	研修実施上留意すべき事項
	


３　クラス経営その他に関する評価項目
	到達目標
	次の各項目について、10年を経過した教職員として十分な能力を身に付けており、他の教職員に適切な助言・支援をすることができ、各種計画の作成に参画できる。

	評価項目
	項　目　別　到　達　目　標
	評 価

	
	
	事前
	修了時

	ク
ラ
ス
経

営
	園目標や全体的な計画の重点項目を踏まえ、クラスの指導計画等を作成している。
	
	

	
	子ども一人一人をクラスの一員として大切にすることにより、子ども同士も互いを大切にするクラスになっている。
	
	

	
	季節の変化や行事等において子どもの興味・関心を高めるとともに、安心して生活できる環境整備に努めている。
	
	

	
	日々の実践を通して、指導計画のねらいや内容、環境の構成、援助を見直している。
	
	

	
	個別の教育・保育支援計画（合理的配慮を含む）及び個別の指導計画の取組状況について分析し、指導計画の改善に生かしている。
	
	

	保護者への対応
	家庭と適切かつ密接な連携を図り、家庭での生活の様子も把握し、保育に生かしている。
	
	

	
	保護者と話をする機会を設け、保育に生かすとともに子育ての相談相手となっている。
	
	

	
	事故、問題などが起きた場合の保護者への説明、対応が迅速で的確である。
	
	

	地域との連携
	家庭や地域の人に、園の取組を発信するなどし、自園を理解してもらうよう努力している。
	
	

	
	地域・関係機関との連携の必要性や重要性について理解し、連携体制の構築及び連携計画の作成に参画している。
	
	

	
	小学校教育との円滑な接続の必要性を理解し、学びや育ちのつながりを見通した計画を作成し、実践を行っている。
	
	

	園

務
	園内組織全体の目標を踏まえ、分掌組織全体を把握し、他分掌と連絡調整を図りながらその遂行に当たっている。
	
	

	
	運営上の課題に対して、建設的な改善策を提案するなど、園の運営に積極的に参画している。
	
	

	
	園全体の危機管理を理解し、園の安全計画、保健計画、危機管理マニュアル等の作成に参画している。
	
	

	
	乳幼児が安心・安全に生活できる園内環境を工夫し、改善に努めている。
	
	

	
	個人情報など保護の必要のある情報と積極的に公開すべき情報を見極め、管理職の指導の下に情報を適切に管理している。
	
	

	
	他の保育者と連携を図りながら、地域における子育て支援や預かり・延長保育など園の弾力的な運用について推進している。
	
	

	
	適正かつ迅速な事務の処理を行うとともに、他の保育者の事務の点検及び適切かつ的確な助言ができる。
	
	

	向上心
	自身の保育について、的確な評価を行い、改善を図っている。
	
	

	
	園内研修においてリーダー的役割を果たし、教育・保育の質を高める。
	
	

	
	自身の課題をもって園外の研修等に参加し、研修成果を実践に生かしている。
	
	

	研修実施上留意すべき事項
	


４　その他、研修実施上留意すべき事項
ア　適性の評価…１～３の各評価項目にとらわれず、得意分野として伸ばすべき特に優れた導力等を有する指導分野(音楽・芸術・カウンセリング)等

	適 正 の 評 価

	


イ　経験等の評価…過去の研修履歴(研修等の講師等)や、これまでの勤務経験等

	経 験 等 の 評 価

	


【 記入要領 】

①修了時には、「評価」の欄が「事前」と「修了時」の両方に記入されていること。

➁１～３の各評価項目の評価に当たっては、「到達目標」（別冊「自己到達目標評価表」）を
念頭におきながら、次に示す評価基準に従い、当てはまる記号を記入すること。

◎在職期間が１０年を経過した教職員に求められる程度以上に、優れている。
○在職期間が１０年を経過した教職員に求められる一般的な程度を十分に満たしている。
△在職期間が１０年を経過した教職員に求められる最低限の程度を満たしている。
▲在職期間が１０年を経過した教職員に求められる最低限の程度を満たしていない。

③原則として、全ての評価欄に一つずつ評価を記入すること。事情により評価できないと思      
われる項目についても、できるだけ評価を記入すること。最終的に評価できないと判断さ　　　
れた項目については、斜線を記入すること。「若手教員の育成」については、研修教員の
所属する園に若手教員がいない場合は、評価する必要はない。
　
　④１～３の各評価項目に関連して、伸ばすべき優れた点や改善すべき点など、研修を実施す
る上で特に留意すべき事項がある場合は「研修実施上留意すべき事項」に記入すること。
      特に、評価欄に▲を記載した場合は、留意事項や配慮事項を必ず記載すること。
　　
⑤　４の「その他研修実施上留意すべき事項」については、次に従って記入すること。
　　　　ア　適性の評価………１～３の各評価項目にとらわれず、得意分野として伸ばすべき特
に優れた指導力等を有する指導分野(音楽・芸術・カウンセリン
グ)等　
イ　経験等の評価……過去の研修履歴(研修等の講師等)やこれまでの勤務経験等
【 活用方法 】

①本票は本研修の事前評価及び研修修了時の評価において活用するものとする。

また、研修教員に自己評価させる場合も、本票を活用することができる。

➁活用に当たっては、ＨＰよりダウンロードするなどして活用するものとする。
